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Q1.研究テーマを選んだ理由は？
A1. 世界の食糧問題を解決したい

　オリーブの茂る農園地域で生まれ、
小さい頃から農業に興味を持ってい
ました。両親とも大学教員で、日頃から
科学技術や教育が家庭の話題でした。
批判的思考と旺盛な好奇心はそのお
陰かもしれません。特に植物は食料、
医療、素材、エネルギーなどさまざま
な産業の出発材料です。植物の研究
で、世界の食糧問題を解決したいと考
えるようになりました。修士課程から
スペインに渡り、ポスドクの時、共同
研究で縁のあった新潟大学を紹介さ
れて日本に来ました。米はアジアの重
要な主食ですから、イネの研究も世

界の食糧生産の向上に大きく貢献す
ると考えたのです。
　日本側チームのメンバーとして２つ
の国際共同研究に参画しています。1つ
は微生物が発する揮発性化合物を利用
してイネやトマトの収量や品質を向上
させる研究で、もう1つはイネやコム
ギなど穀物資源の利用を効率化する
研究です。いずれも、気候変動に耐えて
持続的な生産を確保し、世界の飢餓を
ゼロにすることを目指しています。

Q2.研究者としての心構えは？
A2.諦めず地道に努力を

　成功は氷山のようなものです。論文
など人の目に触れる成果はほんの
一部で、水面下には忍耐と勤勉、膨大
な仕事の蓄積があります。考え抜い
て、人と対話し、時には失敗もして、
地道な努力を積み重ねることが、成功
の全容なのだと思います。チャンス
はすぐに訪れるとは限りませんから、
諦めないことです。
　国際共同研究は時差や言語、さま
ざまな違いを乗り越える必要があり
進行が遅いので、覚悟が要ります。
シンプルで現実的な目標を持ち、広い
視野で人と交流して理解を深めてほ
しいと思います。科学の発展は国境

を越えた研究者間の議論にかかって
います。

Q3.日本での暮らしは？
A3.自然や温泉でリフレッシュ

　普段は健康のために野菜たっぷり
の食事を楽しみ、夜はジムで運動し
ています。休日は海や山に出かける
のが好きで、旅先で出合う新しい景色
や体験が次の仕事の活力になります。
来日した研究者と連れだって温泉へ
行ったこともありますし、仲間と稲刈
りもしました。新品種の「コシヒカリ
新潟大学NU1号」はとてもおいしい
ですよ。
　日本人の勤勉で協調的な働き方が自
分に合っているので、任期なしの在職
権を得て日本に定住したいです。研究
室での学術研究をもとに、将来は起業
も可能性として
考えており、ビジ
ネスや金融も勉
強しています。
　究極の目標は
ノーベル賞です。
野心を持って、
これからも粘り
強く取り組んで
いきます。
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